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人と人、人と地域をつなぎ、共生社会の実現を目指しています。

地域社会のために

〈ろうきん〉の社会貢献活動の一環である「ろうきん笑顔プロジェクト」は、〈ろうきん〉をご利用いた
だくとより多くの笑顔につながる!をコンセプトに2015年からスタートした取組みです。毎年内容
を拡充しながら、働く人たちとそのご家族、地域社会に笑顔を広げる活動に取り組みました。

ろうきん笑顔プロジェクト

〈ろうきん〉のローン、預金等のご利用１件につき100円を地域社会に貢献する活動を行う団体等に
寄付する取組みを行いました。また、ローンご利用の方にも募金をよびかけ、あわせて寄付を行いました。
このほか、暮らしに役立つ各種セミナーや地域交流イベントを開催することで、さまざまな情報提供を

行いました。
さらに、子どもたちの安心・安全な生活をサポートするため、新潟県などと連携して作成した、ＳＮＳや

スマートフォンの安全な使い方についての啓発ＤＶＤ「考えてみよう　ＳＮＳやスマホとの付き合い方」を
新潟県内すべての小・中学校へ配付しました。
同ＤＶＤは、スマートフォンの利用について、みんなで考える良い機会であると、学校の授業で活用さ

れています。

2017年度寄付総額 481万7，200円

2015年度からの寄付総額 1,336万900円

セミナー開催回数 1,247回

セミナー参加人数 2万8,663名

●取組み内容

寄付活動

情報提供活動

子どもたちの暮らしを守る活動

多くの皆様から〈ろうきん〉をご利用い
ただいたことにより、たくさんの寄付と
笑顔を、地域社会に貢献する活動を行
う団体などにお届けすることができま
した。

プロジェクト
ろうきん ～はたらく仲間のためにできること～

はたらく人と地域に“笑顔”を
広げる活動です

（2017年12月31日まで実施）

ＳＮＳ等の啓発ＤＶＤが公益財団法人消費者教育
支援センターが主催する「消費者教育教材資料
表彰2018」において優秀賞を受賞しました。

15 頁もご覧ください

2018年度も、働く人とそのご家族の暮らしに役立つ各種セミナーや、
地域に貢献する活動を行う団体等への寄付活動を継続し、地域社会に笑顔を広げる活動に取り組みます。

ここに
注目！！

ここに
注目！！

ここに
注目！！
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●公益財団法人新潟県交通遺児基金への寄付
2006年から、マイカーローンご利用1件につき100円

を、公益財団法人新潟県交通遺児基金等に寄付する取組
みを行っています。また、マイカーローンご利用の皆様に
も50円または100円のワンコイン募金をよびかけてい
ます。
その結果、2017年度は、

66万9,200円の寄付を行うこ
とができました。また、この取
組み開始からの寄付総額は、
734万8,669円となりました。

●社会福祉法人「新潟いのちの電話」への寄付
新潟いのちの電話は、1984年に始められたボランティア

による電話相談活動で、行政や民間の諸機関と連携して自
殺予防に関する相談活動や啓発活動を実施しています。
〈ろうきん〉は、同団体に対して毎年寄付を行っています。

●「ピンクリボン運動」への寄付
乳がんの早期発見・早期受診・早期治療の大切さを伝え

る、「ピンクリボン運動」。〈新潟ろうきん〉はその趣旨に賛
同し、お客様に参加いただく社会貢献活動として、「ピンク
リボン運動」を応援しています。

●ろうきんえくぼの会
ろうきんえくぼの会は、〈ろうきん〉役職員が、地域福祉

施設等への寄付・支援等を行うことを目的として2003年
に設立した団体です。
これまでに、あしなが育英会や公益財団法人新潟県交通

遺児基金、災害地等への寄付を行ってきました。これまでの
寄付総額は、1,179万5,555円となりました。

●「愛のかけ橋バザー＆フェスタ」への協力
愛のかけ橋バザー＆フェスタ

は、新潟国際ボランティアセン
ターが実施する新潟発の国際協
力活動です。
〈ろうきん〉では、同イベント

に対し、役職員から日用品の寄
付を募り、バザー商品の提供を
行っています。

●地域の祭りなどへの協賛
地元のサッカーチームや地域の文化芸術振興イベントな

どに協賛しているほか、地域の祭りなどにも参加し、地域の
皆様との親密な関係づくりにつとめています。

子どもたちの未来のために

地域のボランティア団体等への寄付活動

地域の皆様と共に

〈新潟ろうきん〉のATMで、〈新潟ろうきん〉
のキャッシュカードをご利用いただくと普通
預金からのお引出し1回につき1円を〈新潟
ろうきん〉が拠出し、新潟県内等でピンクリボン
運動を支援している団体に寄付いたします。

Niigata
Rokin

〈新潟ろうきん〉のATMで、〈新潟ろうきん〉のキャッシュカードを
ご利用いただくと普通預金からのお引出し1回につき1円を〈新潟
ろうきん〉が拠出し、新潟県内等でピンクリボン運動を支援してい
る団体に寄付いたします。

１９８３年に、当時の高度経済成長に伴う勤労者ニーズの多様化や、労働金庫事業の範囲を超えたサービスへの期待の
高まりを受け、〈新潟ろうきん〉が創立３０周年記念事業として設立した団体です。
〈新潟ろうきん福祉財団〉は、〈新潟ろうきん〉からの寄付金をもとに、広く県民の暮らしの向上と福祉の増進に役立つ

ことを目的にさまざまな事業を展開しています。
一般財団法人 新潟ろうきん福祉財団　〒950-0965　新潟市中央区新光町6番地2　勤労福祉会館4階　TEL 025-288-5273

〈一般財団法人 新潟ろうきん福祉財団〉とは？

2016年から取組みを開始し、2017年度は、
102万8,919円の寄付を行うことができました。
また、この取組み開始からの寄付総額は
131万767円となりました。

●青少年スポーツ事業への支援
スポーツを通じた青少年の健全育成の一翼を担い、地域

社会に貢献するため、「TeNYちびっこミニサッカーフェスタ
U-10」に協賛しています。

●高校生への奨学金の給付
経済的な事情によりお子様の高等学校等への就学が困難

な家庭を支援することで、お子様の就学と健全な育成をは
かることを目的に、2013年度から、返還義務のない給付型
の奨学金の給付を行っています。
2017年度募集では、新たに30名の方に奨学金を給付し、

これまでに延べ150名の高校生を支援しています。

ろうきん財団

ろうきん財団

新潟まつり 新発田まつり

寄付金贈呈式

ここに
注目！！

ROKIN REPORT 2018



12

社
会
的
役
割
の
発
揮
と
貢
献
活
動

●ＮＰＯ法人や社会福祉法人等への融資

●融資制度ご利用団体への助成

地域社会が抱えているさまざまな課題を解決し、安心して暮らせる地域づくりを行うＮＰＯ法人や社
会福祉法人、生活協同組合などの団体の事業と活動を支援するための資金の貸付けを行っています。
２０１７年度は、８件４億３,８５０万円の利用がありました。

また、日常的な運営資金ニーズにお応えするために、設定した極度額以内であれば手続きが簡便で何
度でもご利用できる「団体向け当座貸越」は、２０１７年度、７件（極度額９,０００万円）の利用がありました。
さらに、新潟ＮＰＯ協会との連携により、「ＮＰＯ応援ローン」を取り扱っており、ＮＰＯ法人の資金需要に

対し適切な相談を行うとともに、手続きを簡素化するなど、利用しやすい制度としています。

NPO等を支援し、これら団体の発展と県民の福祉向上を目的として、2003年度からNPO等への助成を行っています。

ローンをご利用中のNPOに対し、融資金の利子補給助成をしています。
2017年度は、5団体に総額45万7千円の助成を行いました。

【NPO応援ローンの制度内容】

ご 融 資
期 間

運転資金（短期）、つなぎ資金
●分割払いは1年以内
●一時払いは原則として3カ月以内、最長6カ
月以内。

ただし、つなぎ資金は委託金・助成金等の交付まで
とし、原則として1年以内となります。

設備資金（長期）
●5年以内（1年単位）

保 　 証 個人連帯保証人1名以上
（法人代表者を1名以上含む）

ご 融 資
対 象

次のすべてを満たす特定非営利活動法人
●新潟県内に主たる事務所を有している。
●任意団体期間を含め3年以上の活動経験があり、
かつ法人格取得後最低1事業年度の決算が
確定している。

●新潟NPO協会内の「公益性審査委員会」による公益
性審査を経て、融資申込みの推薦を得ている。

お 使 い
み ち ●運転資金�　●設備資金　●つなぎ資金

ご 融 資
限 度 額

500万円
ただし、つなぎ資金は2,000万円以内で交付金（委託金・
助成金等）の範囲内。

※上記以外の融資制度や融資金利などの詳細は、フリーダイヤル　　０１２０-１９１-８８０（平日９：００～１７：００）にお問い合わせください。

ＮＰＯ等の市民活動団体は、行政や一般企業では手の届かない福祉や環境、子どもの育成など、
さまざまな分野で活動を行っています。
〈新潟ろうきん〉と〈新潟ろうきん福祉財団〉は、新潟県内で活動するＮＰＯ等をさまざまな形で
支援することで、これら団体の発展と県民の福祉向上を目指しています。

ＮＰＯ等への支援

●NPO等への助成

　本事業は、ＮＰＯ等市民活動団体の支援を通して、広く県民勤労者をはじめとする県民福祉の向上を
図ることを目的に２００３年度から実施しています。
　本年度も、ＮＰＯや市民活動団体からの申込がありました（公募５１団体、非公募２）。助成先の選考
にあたっては、４月２２日（土）に書類選考会を行い、５月２０日（土）に、書類選考を通過した団体のうち
６団体から助成事業のプレゼンテーションによる面接選考会を行いました。
　選考の結果、１８団体（公募１６団体、非公募（若者支援事業）２団体）に対し総額９０２.３円の助成を
行うことを決定しました。

（一財）新潟ろうきん福祉財団は、新潟県労働金庫が創立３０周年
を記念して、１９８３年に設立した一般財団法人です。
当財団は、広く県民の暮らしの向上と福祉の増進に役立つことを
目的として NPO 等助成事業のほかにも、自立した持続可能な地
域社会創造事業、高校生奨学金給付事業、大学生奨学金給付・
貸与事業、ワーク＆ライフフォーラム・セミナー開催事業、文化
講演会等開催事業、ライフプランセミナー開催事業、調査研究
事業を実施しています。

一般財団法人 新潟ろうきん福祉財団
〒950-0965 新潟市中央区新光町6番地2  勤労福祉会館4階  TEL025（288）5273  URL http://www.zaidan-hukushi.or.jp

■応募団体の主な活動分野（応募総数51団体）※非公募2団体除く

活動分野テーマ分類 件　数
保健･医療又は福祉の増進を図る活動
学術・文化･芸術又はスポーツの振興を図る活動
子どもの健全育成を図る活動
国際協力の活動
まちづくりの推進を図る活動
その他 
　　　　　  　  　　 合　　計

19
8
6
5
4
9

51

（一財）新潟ろうきん福祉財団（一財）新潟ろうきん福祉財団

▲NPO法人新潟国際ボランティアセンターが作成した
　ハンドブックは、２０１５年の国連総会で提唱された持続
　可能な開発目標（通称SDGｓ）を新潟で活かし、達成し
　ていくためであったが全国的にも先駆的な取り組み
　として評価されている。

■実績累計

※2017年度応募団体内訳（公募51団体、非公募2団体）

応募団体 助成団体 助成金額（万円）
　719

87
92
53

951

225
21
23
18

287

2014年度までの累計
2015年度
2016年度
2017年度

総累計

10898.2　
935.9　
940.0　
902.3　

13,676.4   

■選考委員 （順不同・敬称略）

齋藤　敏明（選考委員長）
丸山　　仁（副選考委員長）
石本　貴之
蒲木　みゆき
加瀬　由紀子
小池　由佳
近藤　尚仁
笹川　克年

所　　属氏　　名
（一社）新潟県労働者福祉協議会
新潟医療福祉大学
認定NPO法人新潟NPO協会
新発田市役所
環境カウンセラー協会
新潟県立大学
NPO法人 くびき野NPOサポートセンター
新潟日報社報道部

2017年度「NPO等助成事業」2017年度「NPO等助成事業」

902.3万円の総額総額
18団体18団体 助成決定助成決定

NPO法人都岐沙羅パートナーズセンターの働きかけに
　よって実現した、村上市神林地区での小規模多機能自治
　（住民が主体となった地域経営という考え方）に関する
　研修会の様子。NPOの先導的な取り組みが地域内に
　波及し、村上市及び関川村では、各地でこうした動きが
　活発化している。

▲NPO法人都岐沙羅パートナーズセンターの働きかけに
　よって実現した、村上市神林地区での小規模多機能自治
　（住民が主体となった地域経営という考え方）に関する
　研修会の様子。NPOの先導的な取り組みが地域内に
　波及し、村上市及び関川村では、各地でこうした動きが
　活発化している。

４月の成果報告会、５月の面接選考会ともに、
　新潟市内にて公開で開催される。
▲４月の成果報告会、５月の面接選考会ともに、
　新潟市内にて公開で開催される。

ＮＰＯを設立した！�事業を進めるための資金が足りないな�

ＮＰＯ活動も軌道にのってきた！�もう少し安定的に事業を運営したいけど、資金が足りないな�

さらに

2017年度の実績
助成団体数 18団体
助成総額 902万3千円

本事業開始からの累計
助成団体数 延べ287団体
助成総額 1億3,676万4千円 助成金交付式

（2017年6月23日）

ろうきん財団

ろうきん財団

社会的役割の発揮と貢献活動
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●ＮＰＯ等への寄付制度

（構成団体）
特定非営利活動法人新潟ＮＰＯ協会、新潟県行政書士会、関東信越税理士会新潟県支部連合会、新潟県労働金庫、
一般財団法人新潟ろうきん福祉財団、�新潟県県民生活課、株式会社日本政策金融公庫、新潟日報社

〈申込み・お問い合わせ先〉
 認定NPO法人 新潟NPO協会　●TEL.025-280-8750　●FAX.025-281-0014

NPO等を設立して創業を検討されている方、NPO等の事業計画、資金計画などにアドバイスが欲しい方に向けて、
毎月第3木曜日に定例相談会を開催しています。

寄付を通じてＮＰＯ等を支援したいお客様のために、普通預金口座から定期的にＮＰＯ等への寄付金を自動振替する寄付制度
「新潟ろうきんＮＰＯ寄付システム」を取り扱っています。
「にいがたＮＰＯ基金」を通じて寄付をする方法と、〈ろうきん〉が利用を認めたＮＰＯ団体へ直接寄付する方法の２つがあります。
「にいがたＮＰＯ基金」を通じた寄付の場合、集まった寄付金は「にいがたＮＰＯ基金」が管理し、事業の社会的意義、公益性、情報
の公開性、会計の透明性などに基づき、「にいがたＮＰＯ基金」が一定の評価基準で選考したＮＰＯ等、またはお客様から選択いた
だいた個別のＮＰＯ等へ寄付配分されます。
寄付先のＮＰＯ等の活動状況等は、にいがたＮＰＯ基金ホームページなどでお知らせします。

●にいがたソーシャルビジネス支援ネットワークへの参画
「にいがたソーシャルビジネス支援ネットワーク（愛称：SIP）」は、地域社会の課題をビジネスの手法で解決しようとする社
会的企業やNPO等が抱える経営上の課題について、地域の支援機関が連携してサポートするネットワークです。

ＮＰＯの経営についての課題を解決したいな�

活動するＮＰＯ等に何か協力したいな�

【新潟ろうきんNPO寄付システムのしくみ】

NPO等の活動をさまざまな形で支援しています！

〈新潟ろうきん〉にお持ちの普通預金口座から自動振替（手数料不要）

活動状況の
情報を
公開します

寄付先の
活動状況の
情報を
公開します

にいがたNPO基金
〈ろうきん〉が利用を認めた

NPO団体等

新潟ろうきん

NPO団体等

A
NPO団体等

B
NPO団体等

C

NPO寄付システムご契約者
〈新潟ろうきん〉普通預金口座をお持ちの方（個人・団体とも可）で、NPO寄付システムを申し込まれた方

寄付先おまかせ型
選考会で決定した個別の

NPO等へ寄付金を配分します

寄付先NPO団体指定型
ご契約者が選択したNPO等へ

寄付金を配分します

寄付 寄付

NPO等の法人設立手続き 許認可の申請手続き 事業計画や資金計画 etc.

「にいがたNPO基金」とは
市民の想いを市民が支える民設の基金として、地域社会をより豊かにする「新しい資金の流れ」の創造を目指し、さま

ざまな寄付および助成プログラムを企画・運営しています。
NPOや市民活動の周知および寄付募集を目的に、県内のNPOに関するイベントや施設などで募金活動や企業への寄付

募集を行っているほか、市民や企業からの寄付金を、新潟県内で活動しているNPOや市民活動団体へ助成しています。
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オープニング　13：00〜オープニング　13：00〜

セッション　　13：20〜セッション　　13：20〜
セ ッ シ ョ ン ① 　 1 3 : 2 0 〜

オ ー プ ニ ン グ 　 波 の ホ ー ル

茶 　 話 　 会 　 　 1 5 : 3 0 〜

セ ッ シ ョ ン ② 　 1 4 : 2 5 〜
職場のメンタルヘルス講座

防災からあそ BOSAI へ〜親子で楽しく学ぶ防災講座〜
だれでも手軽にヨガ体験講座

ながら de 筋トレ！からだスッキリ講座

ものづくり工作教室

２月２５日日
13:00 開会 （12:30 受付開始）
会場 ：柏崎市市民プラザ

茶話会も開催します！
15 時 30 分から波のホールで行います。
どなたでもお気軽にご参加ください。
参加費無料 !!

15 時 30 分から波のホールで行います。
どなたでもお気軽にご参加ください。
参加費無料 !!

主催＆お問い合せ／柏崎地区労働者福祉協議会
〒945-0034 新潟県柏崎市三和町 8-10

TEL 0257-22-0505　FAX 0257-35-4026
共催／柏崎市、（特非）柏崎まちづくりネットあいさ、

新潟県総合生協中越支局、新潟県労働金庫柏崎支店、連合新潟柏崎地域協議会

お申込みは裏面へ ▶

　ワーク＆ライフセミナーは新潟県における県民・勤労者の福祉向上と安心・安全な暮らしづくり
に向けて、労働組合、福祉事業団体、自治体、NPO 等市民セクターとの連携・連帯により、県民・
勤労者の福利向上と暮らしに関わる諸問題等についての動向や情報の確保に努め、活動の活発化に
寄与するほか、広範な人々の暮らしに役立つ情報の提供により、県民・勤労者の福祉向上につなげ
る活動を行うことを目的に県内各地域で開催しています。

　ワーク＆ライフセミナーは新潟県における県民・勤労者の福祉向上と安心・安全な暮らしづくり
に向けて、労働組合、福祉事業団体、自治体、NPO 等市民セクターとの連携・連帯により、県民・
勤労者の福利向上と暮らしに関わる諸問題等についての動向や情報の確保に努め、活動の活発化に
寄与するほか、広範な人々の暮らしに役立つ情報の提供により、県民・勤労者の福祉向上につなげ
る活動を行うことを目的に県内各地域で開催しています。

モーリエの駐車場
をご利用ください

●2０１７地域ワーク＆ライフセミナー
　（新潟会場、柏崎会場）

県内２地域において、地域住民の福祉向上と安心・安全な
暮らしづくりを目的とした地域セミナーを開催しました。
プログラムについては、「地域の医療・介護・予防」に関す

るセミナーと交流会、地元自治体やNPOとの共催で親子で
も参加できる複数のセミナーと茶話会等とし、誰でも参加
しやすいものとなるように工夫しました。

●新潟県地域づくり巡回講座（にいがた旬塾2017）の開催
地域づくりの現場で活かせる知識の習得と参加者相互の

ネットワークづくりなどを目的として、新潟県内５カ所（佐渡市・
胎内市・上越市・魚沼市・見附市）で「新潟県地域づくり巡回講座

（にいがた旬塾２０１７）」を開催し、延べ１１４名が参加しました。

●地域づくりコーディネーター養成講座の開催
自立した持続可能な地域社会

を創造していくためには、担い
手としての人材育成が欠かせま
せん。地域づくりに関わる実践的
なコーディネート技術を学ぶ機
会を提供することを目的として、
4日間にわたり「第5期地域づくり
コーディネーター養成講座」を開
催しました。

受
講
生
募
集

詳しくは裏面をご覧ください

2017
今
年
は
山
の
奥
で
合
宿
だ
！

地域づくりコーディネーター養成講座

第5
期

「奇跡の集落」 で地域づくりに浸る四日間

会場となる「池谷分校」

10 月 21日（土）→ 22 日（日）　

11 月11日（土）→ 12 日（日）

第1クール

第 2クール

10：00～17：00 9：30～16：30

10：00～17：00 9：30～16：30

会　場：池谷分校・やまのまなびや （新潟県十日町市中条庚 939-2）

定　員：30 名（全日程を通して受講していただける方を優先します）

受講料：20,000 円 （全日程分）  ※学生は 10,000 円

申込み締切：平成 29 年 10 月 13 日（金）17 時
■主催：（一財）新潟ろうきん福祉財団
■企画・運営：新潟県NPO・地域づくり支援センター　
　　　　　　　〈NPO法人 まちづくり学校・認定 NPO法人 新潟 NPO協会〉
■協力：NPO 法人地域おこし

対　象： ○地域づくりを支援する人（集落支援員、地域おこし協力隊員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　中間支援組織、行政職員等）

○本格的なまちづくりを始動させたいと考えている人
○地域づくりの活動を円滑に進めたいと考えている人

※別途テキスト代 2,500 円（税別）および宿泊代・食事代（１泊４
食で 10,000 円 ×２クール）を申し受けます。

※（一財）新潟ろうきん福祉財団の平成２９年度地域社会創造助成
の交付決定を受けた団体関係者は、１団体につき２名まで受講
料を免除します。（テキスト代および宿泊代・食事代はご負担く
ださい）

平成 29 年

※全日程の 75％（３日間）以上出席した方には「修了証」を差し上げます。

かつて限界集落と呼ばれながら、中越
地震の被害に遭い、その後の復興活動
を通して今や「奇跡の集落」と称され
る池谷集落を会場に、地域づくりコー
ディネーターの極意を学びます！

●地域づくりセミナーの開催
地域社会創造助成事業の助成団体・地元住民・自治体関

係者の皆様などからご参加いただき、村上市において、
2日間にわたり、地域づくりの専門家による講演会、助成
団体による中間成果報告会、地域づくりのネットワーク構
築を目的とした交流会などを開催しました。

　地域づくりセミナーin村上

県民の暮らしに関わる諸問題・課題を共有し、県民の福祉向上と安心・安全な暮らしづくりを目的
として、県内の勤労者・労働者福祉団体・NPO・自治体等の関係者が一堂に会して連携・交流する活動
を展開しています。
2017年度は、県内全域を対象とするフォーラムを長岡市で、また、各地域を対象とするセミナーを県

内2カ所で開催しました。

地域社会創造のために

県民・勤労者の福祉向上のために

●地域社会創造を推進する団体への助成
地域おこしや地域資源を活用したコミュニティビジネ

スの振興などを通じて地域の暮らしを支え、伝統文化を
維持し、農地の管理や森林の保全を通して自然環境を守
るなど、地域社会を創造する団体への助成を行っていま
す。（地域社会創造助成事業）

（一財）新潟ろうきん福祉財団は、〈新潟ろうきん〉が創立30周年を記念
して1983年に設立した財団です。当財団の事業を通じて〈新潟ろうきん〉
の社会的役割の発揮、社会貢献活動として広く県民の暮らしの向上と
福祉の増進に役立つことを目的としています。自立した持続可能な地域社
会創造事業の他、ＮＰＯ等助成事業、高校生奨学金給付事業、大学生
奨学金給付・貸与事業、文化講演会等開催事業、にいがたワーク＆ライフ
フォーラム・セミナー開催事業、調査・研究事業、ライフプランセミナー
開催事業等に取り組んでいます。

一般財団法人 新潟ろうきん福祉財団
〒950-0965 新潟市中央区新光町6番地2  勤労福祉会館4階  TEL025（288）5273  URL http://www.zaidan-hukushi.or.jp

■選考委員 ◎＝選考委員長　○＝副選考委員長 （五十音順・敬称略）

氏　　名
　　大滝　　聡
○　金子　洋二
　　桑原　幸子
　　笹川　克年
　　佐藤　春夫
◎　寺尾　　仁
　　中村　　昇
　　三浦　絵里

所属団体等
（特非）まちづくり学校　代表理事
地域と組織のデザイナー　スタジオ・ファイル
（特非）魚沼交流ネットワーク　副理事長
新潟日報社　報道部
新潟グリーンツーリズムセンター　元所長
新潟大学　准教授
（一財）新潟ろうきん福祉財団　元事務局長
（特非）かみえちご山里ファン倶楽部　

■実績累計
助成金額

2014年度までの
累計

2015年度

2016年度

2017年度

総累計

応募団体

５３

３２

２０

２５

１３０

助成団体

２０

１１

１１

１０

５２

2,570.2万円

1,207万円

1,087.8万円

937.2万円

5,802.2万円

「自立した持続可能な地域社会創造助成事業（以下、地域社会創造助成事業）は、2013年度から
一般財団法人新潟ろうきん福祉財団がスタートさせた助成事業です。
　新潟県内における地域おこしや地域資源を活用したコミュニティビジネスの振興などを通じて
地域の暮らしを支え、伝統文化を維持し、農地の管理や森林の保全を通して自然環境を守るなど、
地域社会創造を推進する地域住民団体、農業法人等の企業、自営業、ＮＰＯ等市民活動団体を
資金面から支援することを目的にしています。助成金額の上限は、200万円、最長3年間（3年間の
上限助成金額500万円）の継続助成を受けることが可能な大型助成事業となっています。
　2017年度地域社会創造助成
事業の応募団体は２５団体で、
このうち１０団体（団体名、金額、
内容は裏面詳細）を採用いたし
ました。本助成事業は、セミナー
などを含む４つの事業で構成
され、地域づくりと仕事おこし
を支援しています。 選考委員による書類選考（８月10日）、面接選考会（8月22日）

を経て、助成先を内定。

地域づくりの活動や事業運営に係る実践的なコーディネート
技術を学ぶ機会を提供する「地域づくりコーディネーター養成
講座」は、本助成の採択団体に参加特典（１団体につき２名まで
受講料免除）を設け、毎年秋に開催。

助成団体の成果報告会とあわせ、地域づくりの実践者や見識
のある専門家の講演会、参加者相互のネットワークづくりを
目的に、毎年秋に開催する「地域づくりセミナー」。

地域づくりに役立つ知識の習得と、参加者相互の情報交換・
ネットワークづくり、並びに当財団事業の説明・周知を図ること
を目的に毎年春に県内５地区で開催する講座「にいがた旬塾」。

937.2万円の937.2万円の937.2万円の937.2万円の総額総額総額総額
助成決定助成決定助 成 決 定助 成 決 定

（一財）新潟ろうきん福祉財団（一財）新潟ろうきん福祉財団

２０１7年度 自立した持続可能な地域社会創造助成事業

10団体

2017年度の実績
助成団体数 10団体
助成総額 937万2千円

本事業開始からの累計
助成団体数 延べ52団体
助成総額 5,802万2千円

見附会場

ろうきん財団

ろうきん財団

●２０１７にいがたワーク＆ライフフォーラムin長岡
「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会の実現に向け
て」をテーマとして、県内勤労者・労働者福祉団体・ＮＰＯ・地
域の皆様など多数の方々からご参加いただき、長岡市を会
場に、９月２日に第５回フォーラムを開催しました。
羽賀友信氏（ＮＰＯ法人市民協働ネットワーク長岡代表理

事）と高橋なんぐ氏（ＮＡＭＡＲＡメンバー）による講演「冒険
から社会貢献へ」や、県内や長岡市内で活躍する１３団体に
よるセッションを実施しました。こ
れまでになく多くの団体の参加
があったほか、個人参加者が増加
するなど、運動の拡大・実践をは
かることができました。

羽賀友信  ＆高橋なんぐ

県内・市内で活躍する13団体
午
後
の
部

in 長岡2017にいがた
ワーク＆ライフフォーラム
2017にいがた
ワーク＆ライフフォーラム
連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会の実現に向けて
　人間らしく生き、働き、暮らすことのできる社会の再生をめざして、
「2013にいがたワーク＆ライフフォーラムｉｎ長岡」を初回として、県内
各地持回り開催で連帯・協同の力で安心・共生の福祉社会の実現に向
けて活動を推進してきましたが、再び長岡市で開催します。
　本フォーラムは、勤労者福祉運動に携わる諸団体をはじめ、地域課題
に取り組むＮＰＯや市民活動団体、自治体との連携を図り、相互に補完
しあうことにより、県民・勤労者の福祉向上と安心・安全な暮らしづく
り、持続可能な地域社会づくりをめざしています。多くの団体・個人の
皆さんからご参加いただきますようお願いします。

2017年

土

羽賀友信
NPO法人市民協働ネットワーク長岡代表理事。
長岡市国際交流センター長。
世界50か国以上を訪問し、国内外で国際協力
や多文化共生の地域づくりに長年かかわる。

高橋なんぐ
NAMARAメンバー、ヤングキャベツを結成。
08年～11年までニュージーランド、オースト
ラリアで２年間海外生活。

小野沢裕子
新潟放送入社・退職後、フリーアナウンサーや
コメンテーターとして新潟県を中心に活躍。
子どもの教育などに関する講演活動も行っている。

10:00〜
受付9:30開始

ホテルニューオータニ長岡 NCホール
ホテルニューオータニ長岡 白鳥 長岡市台町２丁目８番３５号(長岡駅東口)

TEL：0258-37-1111(代表)
※ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。

午
前
の
部

※詳細は裏面参照

午
後
の
部

基調講演

セッション

さ
ん羽賀友信  ＆高橋なんぐ

冒険から社会貢献へ
さ
ん

さ
ん

コーディネーター：小野沢裕子さん

※お車の場合、駐車場は自己負担です。
※宿泊が必要な方は、各自・各団体で手配ください。

県内・市内で活躍する13団体
※詳細は裏面参照

交
流
会

17:30~

参加費 ひとり3,000円

お申し込み
お問合せ先（一財）新潟ろうきん福祉財団 ☎025-288-5273／連合新潟 ☎025-281-7555／長岡地区労働者福祉協議会 ☎0258-24-0515

主催 ： 2017にいがたワーク＆ライフフォーラムin長岡実行委員会
共催 ： 一般社団法人新潟県労働者福祉協議会、新潟県労働金庫、
　　　新潟県総合生活協同組合、一般財団法人新潟ろうきん福祉財団、
　　　長岡地区労働者福祉協議会
後援 ： 新潟県、長岡市、長岡市教育委員会、長岡商工会議所、ＦＭながおか、
　　　ＮＰＯ法人市民協働ネットワーク長岡、公益財団法人長岡市勤労者福祉サービスセンター

※交流会のみの参加はできません。※交流会は、別にお申し込みください。

参加無料（交流会除く）要申込
定員 400 名 ※先着順、定員になり次第、締切。

会場

13:30~

10:00~

rengo.c@topaz.ocn.ne.jpinfo@zaidan-hukushi.or.jp info@niigata.jtuc-rengo.jp

申込期限

7/28
http://zaidan-hukushi.or.jp

社会的役割の発揮と貢献活動
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●エコ住宅の新築・購入時およびエコ住宅へのリフォーム
時の住宅ローンは、通常より低い金利でご利用いた
だけます。

●冷暖房の適正温度設定やクールビズの実践、グリーン商
品の購入など、省エネ・省資源につとめ、環境負荷軽減
をはかっています。また「にいがた緑の百年物語」（緑の
募金）に協賛しています。

環境への負荷に配慮した取組み

｢ろうきん森の学校｣は、労働金庫連合会の50周年記念事業として、豊か
な森の再生、環境問題に取り組む人材の育成を活動の柱とし、2005年10
月に全国3地区（福島地区・富士山地区・広島地区）で開校しました。
2015年度には、新潟県南魚沼市浦佐地区に新たに活動拠点が設置され、3年

目となる2017年度は、ろうきん職員やその家族をはじめ、会員組合員の方も定
例作業に参加いただき、昨年度を超える160名以上の方から作業やイベントに
参加いただきました。人と人、人と地域をつなげる活動が着々と根付いています。

ろうきん森の学校

自然環境と共存しながら社会とともに発展することを目的に、環境負荷の軽減につとめています。

環境のために

●教育セミナー
株式会社ＮＳＧアカデミー東進衛星予備校と連携し、主

に高校生のお子様をもつご家族を対象に、大学入試制度
とその対策などをテーマとした教育セミナーを開催しま
した。2017年度は延べ213名にご参加いただきました。

●銀行カードローン問題
働く人たちの生活防衛・生活改善のため、社会問題と

なっている「銀行カードローン問題」について、ろうきん運
動の原点ともいえる多重債務対策の取組みで培ったノウ
ハウを活かし、ローンの適正利用に向けたセミナーを開催
しました。

●確定拠出年金セミナー
皆様の資産形成をサポートするため、公的年金とともに

老後の生活を支える重要な役割を担う「iDeCo(個人型確
定拠出年金)」に関わるセミナーを開催しました。

働く人たちとそのご家族、そして地域の皆様の笑顔のために、「クレジットの仕組みとは?」、「住宅資金や
教育資金ってどれくらい必要なの?」といった暮らしに役立つ情報を各種セミナーを通じてお届けしました。
２０１７年度は１，２４７回のセミナーを開催し、前年を大きく上回る２８，６６３名にご参加いただきました。

セミナー等の開催

●認知症治療保険セミナー　　
●マネートラブル防止セミナー
●ライフプランセミナー　　　　
●退職準備セミナー　　　　　　

高利なクレジット等からの借換運動も
推進しています！

177回開催

51回開催

50回開催

42回開催

41回開催

261回開催

27回開催

ここに
注目！！
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